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日米の研究者からなるチームが 2018 年 11 月に東日本大震災の津波被災地にて現地調査を行った
（Pinter 他, 2019）。対象は東松島市野蒜地区と石巻市北上地区の移転事業、気仙沼市大谷海岸の防
潮堤復旧事業、大船渡市の居場所ハウス事業である。2019 年 5 月にはアメリカ・イリノイ州、ミ
所属： ＊国際学部非常勤講師／国際協力機構 
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シシッピー州の 5 か所にて洪水被災地での調査を行った。現地では行政や被災者、市民団体のリー









された。国土安全保障省（Department of Homeland Security）の一部門である連邦危機管理庁 












2018 年には 2 万 2 千以上の自治体で 5 百万件以上の加入があり、年間 18.7 億ドル（2,060 億円）
の便益がある、とされている（Congressional Research Service, 2019）。2016 年の平均で保険料は
















府と自治体は残りの 25％を負担する（FEMA, 2017）。1980 年代より広く進められており、これま
で 4 万戸以上が買上げられた。今回の調査対象地域であるイリノイ州ではこれまで約 6,000 戸が、
ミズーリー州で約 5,000 戸買上げられた。近年ではニューヨーク市とその周辺を襲ったハリケーン
サンディの復興にて約800戸が買上げられた。全国で一戸当たり買取価格は平均で5万4千ドル（590
万円）である（Weger and Moore, 2019）。
1993 年に発生したミシシッピー川の洪水の後には連邦危機管理庁事業により 10 年間で約 12,000
戸が買い取られた。1993 年の洪水ではミシシッピー本川の上流、支川のミズーリ川やイリノイ川
で史上最高の水位を記録し、1,000 カ所以上で洪水が堤防を越えた。48 名が死亡し、約 50,000 戸が




環境社会上の問題などが時間を要する原因となっている。（Weger and Moore, 2019）。
地域社会でのつながり、雇用や医療施設へのアクセスの喪失などの社会的な影響も危惧される
（Binder and Greer, 2016; Marino, 2018）。この制度は社会的な不正義になりかねない、なぜなら費
用対効果分析を行うため高価な家屋ほど優遇され低所得者層が不利になる、そしてその選定過程が



































イリノイ州商業コミュニティ局（Illinois Department of Commerce and Community Affairs）、農
業住宅局（Farmers Home Administration）の 4 機関であった。さらに合計で 20 以上の機関が関
与することとなった。こうした機関の事業調整のために州レベルで防災アドバイザリーグループ
（Interagency Mitigation Advisory Group）が設立された（Wobbe, 2000）。合計で 2,200 万ドル（約
24 億円）が移転地整備に、2,300 万ドル（約 25 億円）が買上げに使われた。
洪水から 4 か月後の 1993 年 12 月には移転地の起工式が開催された。94 年 4 月には資金が確保
された。その後は文化財調査や環境影響評価などにより工事の遅れが生じ、95 年に建設工事が完
了した。
この遅れにより一部の住民が町外に流出することとなる。334 戸が買上げ対象となり、約 6 割の
住民が移転事業に参加した。区画はくじ引きにて決められた。産業、商業施設については 25 戸あ
ったうち 5 戸のみが参加し、他は 2 年以上の建設期間を待てず他の自治体に移転した （FEMA, 
2000; Knobloch, 2005）。人口は災害時の 900 人からひと時は 600 人まで減少したものの、その後、







てきたことにより、被害家屋は 100 戸から 20 戸まで減少していた。町はイリノイ川がミシシッピ
ー川に合流する地点に位置し、造船や漁業、採石で発展してきた。
1993 年の洪水では約 100 戸が浸水した。この洪水の後、70 戸の家屋と 13 の商業施設が買い取ら
れ撤去された。これには 470 万ドル（約 5.2 億円）の事業費がかかり、連邦危機管理庁の補助金と











シンボルとして銀行として使われてきた古代ギリシャ風の 5 本の柱を持つ 4 階建ての建物が残され








ではなかった。結局、約 3 分の 1 の住民は移転したものの、4 分の 1 に当たる約 400 人は移転しな
かった。1937 年にはアフリカ系住民 250 人を含む 1644 人が居住していた。時代の背景から有色人
種向けの街区が作られた。2 ブロックは商業施設に割り当てられた。










14 億円）が得られ、650 万ドル（約 7 億円）が移転地建設、600 万ドル（約 7 億円）は買上げや移築、
取り壊し費用に使われた。計画づくりや関係機関調整は州の機関であるグリーンヒルズ地域委員会

















邦と州の資金により整備され、事業費は 430 万ドル（約 4.7 億円）である。
住民はこの移転地の区画を住んでいた区画と金銭を介入させずに単純に交換し、区画の選択はく
じ引きにより決められた。その後、住民間により区画を交換したケースも見られた。既存の家屋を


















報告を基にしている（Pinter et al, 2019; Tanaka et al, 2019）。
4.1　災害は高齢化や人口減少といった問題を深刻化する
日本・アメリカ共に被災地では災害後の人口減少に苦しんでいる。石巻市北上地区では震災前の
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Comparative study between Japan and US on relocation program of reducing 
disaster risks
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Community relocation programs that move local communities from disaster-prone areas to safe 
areas such as higher grounds are an effective method for reducing disaster risks. In Japan, local 
governments are promoting relocation programs as a major recovery program of the Great East Japan 
Earthquake that occurred in 2011. In the United States, local governments have conducted relocation 
programs in flood-prone areas. As flooding and storm surge damage are expected to increase due to 
climate change, it is also attracting attention as a climate change adaptation measure in coastal areas, 
low-lying lands, and even island countries without high grounds. However, many issues have been 
pointed out, such as the complexity of consensus building for residents, and sustainable service at 
relocation sites. Policies and implementation methods for community relocation have not been 
established. 
The purpose of this paper is to examine the issues and desirable approaches of the relocation 
programs by comparing the cases in Japan and the United States. It proposes policies and assistance 
methods for community relocation programs.
It was found that community relocation programs are effective in reducing disaster risks. However, 
limited capacity of local governments and long period required are challenging in implementation. 
Local communities should be involved in planning programs, and expert support are useful. 
The advantage of the Japanese system is that buy-out, regulation, and resettlement are integrated 
into a single system. Since it is not a single system in the United States, coordinating multiple 
programs is complicated. 
From a long-term perspective, in the United States, rehabilitating and developing factories and 
commercial facilities are included as plans for relocation sites. In Japan, industrial recovery is treated 
separately from relocation programs.
In Japan, public housing has been developed for elderly people and low-income groups who are 
unable to rebuild their houses. Support facilities and systems for the elderly were also established.
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